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２　 Hammer, Guido, Zersetzung der modernen Nationalität, in Die Neue Zeit, Jg. 5, S. 177⊖184. カウツキーの原文では，“Dr. Lammer”
となっているが，Neue Zeitの当該論文の著者は“Dr. Guido Hammer”である。
３　 Arminius （BC. 17⊖AD. 19）：帝政ローマ初期のゲルマン人ケルスキ族の族長。トイトブルクの森の戦いでローマ軍を打ち破っ
た。ルター以後，ドイツでは「ケルスキ族のヘルマン」と呼ばれることが多い。






９　 ドイツ人カトリック神父J. M. シュライヤーによって，1879年につくられた人工言語。
－137－
137カール・カウツキー「近代の民族集団」
10　 Déroulède, Paul（1846⊖1914）：フランスの右翼政治家。1882年に愛国者同盟（Ligue des patriotes）を結成。
11　Katkov, Mikhail Nikiforovich（1818⊖1887）：帝政ロシアの保守派ジャーナリスト。『モスコフスキエ・ヴェドモスチ 
（Московские　ведомости）』の編集責任者。
12　プラトン『国家（上）』藤沢令夫訳，岩波文庫，1979年，268頁を参照。
